
(１)岡山駅地区　1)公共交通特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 バス停留所の快適な待合環境の整備 ● ●

2 乗降しやすいバス停留所への改修 ● ●

3
車椅子使用者や視覚障害者に配慮し
た券売機等の設置

● バス事業者対応事業

4 見やすい文字サイズの時刻表の設置
継続

バス事業者対応事業

5 時刻表の点字表示 ● バス事業者対応事業

6
車椅子使用者が乗車可能なバスの運
行情報の表示

● バス事業者対応事業

7
筆談用具等の設置及び設置を示す案
内の表示（耳マーク等）

● バス事業者対応事業

8 多言語に対応した窓口等の設置 ● バス事業者対応事業

案内設備
・情報の
バリアフリー

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

実施予定期間

実施時期未定

番号

バス乗降場

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可）

項目 事業内容

実施時期 ②具体的な実施予定期間

特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

基本計画該当頁 5-20

対象施設名 岡山駅東口駅前広場（バスターミナルのみ）

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

事業主体 岡山市
所在地 岡山市北区駅元町地内

事業区間 ※道路管理者のみ記入
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（２）特定事業計画
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R5 インターロッキング補修　N=2箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

● ●

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ● ●

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路

道路延長（ｍ） L=200m

事業主体 岡山市
所在地 岡山市北区駅元町

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目 事業内容

実施時期

事業区間 県道岡山停車場線（駅元町1番1～本町3番地先）
実施予定期間

実施時期未定

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

番号

バス停留所

歩道
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県道岡山停車場線

【事業箇所図】

1

1

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=2箇所）

実施予定時期 R5

S=1:2,500

【事業内容等】
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R5 インターロッキング補修　N=1箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=30m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区本町
事業区間 市道本町１号線（本町1番123先～本町1番地先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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市道本町１号線

【事業箇所図】

1

1

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=1箇所）

実施予定時期 R5

S=1:2,500

【事業内容等】
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R5 インターロッキング補修　N=9箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

● ●

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ● ●

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
所在地 岡山市北区駅前町

事業区間 市道南方柳町線（駅前町1丁目2番地先～幸町1番地先）
実施予定期間

実施時期未定

道路延長（ｍ） L=480m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等
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市道南方柳町線
【事業箇所図】

1

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング等補修（N=9箇所）

実施予定時期 R5

1

S=1:2,500

【事業内容等】
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R6～R7 インターロッキング補修　N=11箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
所在地 岡山市北区駅元町

事業区間 市道駅元町１２号線（下石井1丁目498番地先～下石井1丁目145番12先）

実施予定期間

実施時期未定

道路延長（ｍ） L=180m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等
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市道駅元町１２号線

【事業箇所図】

1

1

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=11箇所）

実施予定時期 R6〜R7

S=1:2,500

【事業内容等】
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R6～R7 インターロッキング補修　N=7箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=90m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区下石井
事業区間 市道下石井１７号線（下石井1丁目498番1先～下石井1丁目498番3先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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市道下石井１７号線

【事業箇所図】

1

S=1:2,500

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=7箇所）

事業費 700千円

1

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=7箇所）

実施予定時期 R6〜R7

【事業内容等】
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
R6～R7 インターロッキング補修　N=7箇所

インターロッキングの段差、が
たつきがみられる

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
R6 縁石補修　N=1箇所 縁石のがたつきがみられる

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

※事業箇所図を次ページに示す

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=70m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区下石井
事業区間 市道下石井３号線（下石井1丁目5番地先～下石井1丁目5番地先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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市道下石井３号線

【事業箇所図】

1

S=1:2,500

該当の特定事業項目 平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行空間の整備

事業内容 インターロッキング補修（N=7箇所）

実施予定時期 R6〜R7

1

【事業内容等】

1

2

2

該当の特定事業項目 車椅子使用者等に配慮した横断歩道接続部や歩車道境
界部の整備（段差、勾配）

事業内容 縁石補修（N=1箇所）

実施予定時期 R6
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=170m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区駅元町
事業区間 市道下伊福上町駅元町線（駅元町19番地先～駅元町22番101先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=100m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区駅元町
事業区間 市道駅元町１６号線（駅元町298番13先～駅元町298番地先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=30m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区下石井
事業区間 市道下石井１５号線（下石井1丁目5番地先～下石井1丁目10番地先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=70m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区下石井
事業区間 市道下石井１６号線（下石井1丁目1番地先～下石井1丁目505番先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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（１）岡山駅地区　２）道路特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保され
た歩行空間の整備

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

2
歩道及びマンホール等の滑りにくい
素材への改良

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道
接続部や歩車道境界部の整備（段
差、勾配）

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

4 目の細かいグレーチングへの改善
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

5
歩行者の通行に配慮した道路付属物
等の配置

● ●

6
歩行者の通行に支障のない範囲での
日陰の確保やベンチ等の休憩施設の
設置

● ●

7
連続した視覚障害者誘導用ブロック
の設置

継続
現況を把握し、継続的に検討する

継続

8 安全な待機スペースの整備
継続

現況を把握し、継続的に検討する
継続

9
バス停留所の快適な待合環境の整備
（バス事業者との連携）

●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

10 乗降しやすいバス停留所への改修 ●
本路線は生活関連施設に位置付
けたバス停なし

11
案内設備・情
報のバリアフ
リー

多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

12 維持管理
舗装や路面標示、視覚障害者誘導用
ブロック、案内設備、街路樹などの
適切な維持管理の実施

継続
適宜対応する

継続

13 普及・啓発
歩行者や自転車利用者への通行ルー
ル・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

歩道

バス停留所

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

道路延長（ｍ） L=130m
岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

所在地 岡山市北区駅元町
事業区間 市道奉還町駅元町１号線（駅元町443番地先～駅元町298番11先）

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-21

対象施設名 岡山駅地区内道路
事業主体 岡山市
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(１)岡山駅地区　3)路外駐車場特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 案内設備
車椅子使用者用駐車施設のわかりや
すい案内表示の設置

● 路面標示による案内を行う

2
人的対応・心
のバリアフ
リー

車椅子使用者用駐車施設の適切な利
用に関する周知・啓発

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

実施予定期間

実施時期未定

基本計画該当頁 5-22

対象施設名 市営駅南駐車場
事業主体 岡山市
所在地 岡山市北区下石井１丁目地内

番号

事業区間 ※道路管理者のみ記入

項目 事業内容

実施時期

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）
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(１)岡山駅地区　4)建築物特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 トイレ オストメイト対応設備の設置 ● 多目的トイレ改修時に設置予定
トイレ内のレイアウトの検討が
必要。

2 施設出入口への音声案内の設置 ● ●

3 エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

4 トイレへの音声案内の設置 ● ●

5
筆談用具の設置及び設置を示す案内の表
示（耳マーク等）

●
受付付近へ「耳マーク」の掲示と筆記具の設
置

耳マークの設置とあわせて、イ
ンターホンの設定変更が必要。

6
職員教育の実施及び職員による案内やサ
ポートなどの充実

継続 随時情報提供を行い、心のバリアについて職
員の理解を深める。各職員が筆談具を携行す
る。

継続

7 施設利用マナー・ルールの周知・啓発
継続

必要に応じ、職員による案内や表示を行う。
継続

実施時期未定

基本計画該当頁 5-25

対象施設名 岡山コンベンションセンター
事業主体 (株)岡山コンベンションセンター（施設指定管理者）

実施予定期間

項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

所在地 岡山市北区駅元町14-1
事業区間 ※道路管理者のみ記入

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

案内設備
・情報の

バリアフリー

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

【実施に際し配慮すべき事項】
・設備の設置等については施設所有者である岡山市による改修が必要。

②具体的な実施予定期間

人的対応
・心の

バリアフリー

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 ハード事業の実施については事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

番号
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（１）岡山駅地区　４）建築物特定事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
出入口・敷地内
通路（屋外）

屋外通路から建物内案内施設までの連続し
た視覚障害者誘導用ブロックの設置

● ●

2 建物内通路 主要な通路の十分な幅員の確保 ● ●

3 上下移動
十分な出入口の広さを確保したエレベー
ターへの改修

● ●

4
車椅子使用者が円滑に利用できるトイレの
設置

● ●

5 バリアフリートイレの適切な照度の確保 ● ●

6
ＪＩＳ規格に適合した器具の形状・配置へ
の変更

● ●

7 ひも付きの非常ボタンへの改修 ● ●

8 誰にでも使いやすい形状の洗面台への改良 ● ●

9
出入口・非常口や施設内の配置、バリアフリー
化された経路・設備がわかる案内図の設置

● ●

10 大きくわかりやすい案内表記 ● ●

11 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

12
施設出入口位置のわかりやすい案内設備の
設置

●
色や文字の大きさに配慮した案内板を、出入
口の辺りへ設置する

13
トイレの位置のわかりやすい案内設備の設
置

●
色や文字の大きさに配慮した案内板を、受付
の辺りへ設置する

14
車椅子使用者に配慮した高さへの案内設備
の設置

● ●

15 施設出入口への音声案内の設置 ● ●

16 エレベーターへの音声案内の設置 ● ●

17 エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

18 トイレへの音声案内の設置 ● ●

19 車椅子使用者に配慮した窓口の設置 ● ●

20 多言語に対応した窓口等の設置 ● ●

21
聴覚障害者に配慮した緊急時等の情報表示
装置の設置（エレベーター等）

● ●

22 その他設備
音声付き展示への字幕・手話付き動画の設
置

●
展示会を開催する事業者へ、字幕や手話付き
動画の作成を依頼する

23
職員教育の実施及び職員による案内やサ
ポートなどの充実

継続 必要に応じて職員研修を実施し、積極的な案
内やサポートに努める。

継続

24 施設利用マナー・ルールの周知・啓発
継続 必要に応じて施設利用マナー・ルールの掲示

による周知・啓発を行う。
継続

実施予定期間

実施時期未定

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

道路延長（ｍ）
※道路管理者のみ記入

番号 項目

※道路管理者のみ記入

事業区間
所在地 岡山市北区駅元町15-1（リットシティビル内）

事業内容

実施時期

基本計画該当頁 5-26

対象施設名 岡山シティミュージアム
事業主体 岡山市

トイレ

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 必要額を事業実施の前年度に予算調整のもと調達する。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

案内設備・情
報の
バリアフリー

人的対応・心
の
バリアフリー

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
平坦かつ十分な有効幅員が確保された歩行
空間の整備

●
路面電車乗り入れに伴う岡山駅前広場整備事
業によるもの

2
通路及びマンホール等の滑りにくい素材へ
の改良

● ●

3
車椅子使用者等に配慮した横断歩道接続部
や歩車道境界部の整備（段差、勾配）

●
路面電車乗り入れに伴う岡山駅前広場整備事
業によるもの

4
歩行者の通行に配慮した電灯や案内設備等
の配置

● ●

5
歩行者の通行に支障のない範囲での日陰の
確保やベンチ等の休憩施設の設置

● ●

6
駅出入口から各乗降場等までの連続した屋
根の設置

● ●

7 連続した視覚障害者誘導用ブロックの設置 ● ●

8
タクシー乗降
場

乗降箇所における歩車道境界の勾配や段差
の改善

●
路面電車乗り入れに伴う岡山駅前広場整備事
業によるもの

9 身体障害者用乗降場の設置 ●
路面電車乗り入れに伴う岡山駅前広場整備事
業によるもの

10
身体障害者用乗降場のわかりやすい案内表
示の設置

●
路面電車乗り入れに伴う岡山駅前広場整備事
業によるもの

11
多様な利用者に配慮したエレベーターの設
置

● ●

12 エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

13
車椅子使用者が円滑に利用できるトイレの
設置

● ●

14 オストメイト対応設備の設置 ● ●

15
ＪＩＳ規格に適合した器具の形状・配置へ
の変更

● ●

16
多様な利用者に配慮した見やすくわかりや
すい案内表示の設置

● ●

17 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

18 維持管理
舗装や視覚障害者誘導用ブロック、案内設
備などの適切な維持管理の実施

継続
施設管路者により、適宜対応する

継続

19 普及・啓発
歩行者や自転車利用者、自動車利用者への
ルール・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

20 その他
誰にでもわかりやすい「ももちゃり」の登
録・利用方法の周知

継続
必要に応じ、登録・利用方法の周知を行う

継続

基本計画該当頁 5-41

対象施設名 岡山駅東口駅前広場（バスターミナル除く）

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

事業主体 岡山市

事業区間 ※道路管理者のみ記入

所在地 岡山市北区駅元町地内

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目

実施時期

トイレ

案内設備・情
報の
バリアフリー

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

実施予定期間

実施時期未定

番号

通路等

自家用車乗降
場

上下移動

事業内容
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
車椅子使用者や視覚障害者に配慮し
た券売機等の設置

● バス事業者対応事業 ●

2
バス停の椅子の安全で通行の妨げと
ならない位置への移動

● ●

3
身体障害者用乗降場のわかりやすい
案内表示の設置

● 路面標示による案内を行う

4
利用実態に応じた一般車乗降場の適
切な規模の確保

● ●

5 上下移動
多様な利用者に配慮したエレベー
ターの設置

● ●

6 和式便房の洋式化 ● ●

7
ＪＩＳ規格に適合した器具の形状・
配置への変更

● ●

8
多様な利用者に配慮した見やすくわ
かりやすい案内表示の設置

● ●

9
周囲の状況に応じた音声案内の適切
な音量への調整

● ●

10 多言語表記の案内設備の設置 ● バス事業者対応事業 ●

11 エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

12 多言語に対応した窓口等の設置 ● バス事業者対応事業 ●

13
筆談用具等の設置及び設置を示す案
内の表示（耳マーク等）

● バス事業者対応事業

14 維持管理
舗装や視覚障害者誘導用ブロック、
案内設備などの適切な維持管理の実
施

継続
施設管路者により、適宜対応する

継続

15 普及・啓発
歩行者や自転車利用者、自動車利用
者へのルール・マナーの啓発の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

16 その他
複数のバリアフリールートの確保
（東口～西口間）

● ●

案内設備・情
報の
バリアフリー

実施予定期間

実施時期未定

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

所在地 岡山市北区駅元町地内

番号

バス乗降場

事業内容

実施時期

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目

自家用車乗降
場

トイレ

基本計画該当頁 5-42
対象施設名 岡山駅西口駅前広場（２階デッキ含む）

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

事業主体 岡山市

事業区間 ※道路管理者のみ記入
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1
JIS規格に適合し、床材との色の差による見やす
さに配慮した視覚障害者誘導用ブロックの設置

● ●

2
視覚障害者の安全な通行が可能な位置への
視覚障害者誘導用ブロックの設置

● ●

3 主要な通路の両側への手すりの設置 ● ●

4 傾斜路の緩勾配化 ● ●

5 階段の両側への連続した２段手すりの設置 ● ●

6 階段の段鼻の強調 ● ●

7 滑りにくい階段床材への変更 ● ●

8
多様な利用者に配慮したエレベーターの設
置

● ●

9
車椅子使用者が円滑に利用できるトイレの
設置

● ●

10 オストメイト対応設備の設置 ● ●

11 乳幼児用設備の設置 ● ●

12 和式便房の洋式化 ● ●

13
JIS規格に適合した器具の形状・配置への変
更

● ●

14 大きくわかりやすい案内表記 ● ●

15 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

16
エレベーターの行き先が分かりやすい案内
表示の設置

● ●

17 エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

18 普及・啓発 歩行者等へのルール・マナーの啓発の推進
継続

必要に応じ、啓発活動を行う
継続

基本計画該当頁 5-43

対象施設名 地下通路

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

事業主体 岡山市

事業区間 ※道路管理者のみ記入

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目

上下移動

トイレ

案内設備・情
報の
バリアフリー

実施予定期間

実施時期未定

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

所在地 岡山市北区駅元町地内ほか

番号

通路

事業内容

実施時期
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 上下移動
多様な利用者に配慮したエレベー
ターの設置

● ●

2
案内設備・情
報の
バリアフリー

エスカレーターへの音声案内の設置 ● ●

3 普及・啓発
歩行者等へのルール・マナーの啓発
の推進

継続
必要に応じ、啓発活動を行う

継続

（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 大きくわかりやすい案内表示の設置 ● ●

2 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

案内設備

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

所在地 岡山市北区駅元町505 実施予定期間

事業区間 ※道路管理者のみ記入 実施時期未定

基本計画該当頁 5-44

対象施設名 市営岡山駅東口地下自転車等駐車場
事業主体 岡山市

実施予定期間

実施時期未定

①具体的な事業内容
（場所・規模・数量・方法等）

基本計画該当頁 5-44

対象施設名 岡山駅東西連絡通路

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

所在地 岡山市北区駅元町地内
事業区間

事業主体 岡山市

※道路管理者のみ記入

項目

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

②具体的な実施予定期間

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
③特記事項

（実施に向けた課題
・現在の状況等）

事業内容

実施時期

番号
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 大きくわかりやすい案内表示の設置 ● ●

2 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 敷地内通路
視覚障害者等の安全な通行に配慮し
た適切な運用の実施

継続
必要に応じ、職員による通路の巡回を行う

継続

2 大きくわかりやすい案内表示の設置 ● ●

3 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

案内設備

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行う。

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

番号 項目 事業内容

実施時期
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）

②具体的な実施予定期間

所在地 岡山市北区本町地内 実施予定期間

事業区間 ※道路管理者のみ記入 実施時期未定

基本計画該当頁 5-45

対象施設名 市営本町路上自転車駐車場
事業主体 岡山市

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

案内設備

実施時期 ②具体的な実施予定期間 ③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目 事業内容
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）
番号

実施予定期間

実施時期未定事業区間 ※道路管理者のみ記入

所在地

基本計画該当頁 5-45

対象施設名 市営岡山駅西口地下自転車駐車場

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

岡山市北区駅元町地内
事業主体 岡山市
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（１）岡山駅地区　５）その他の事業

■特定事業計画の具体的な実施期間凡例

短期
R4～8

中期
R9～13

長期
R14～

その他
時期未定

R4 R5 R6 R7 R8 中期 長期 その他

1 大きくわかりやすい案内表示の設置 ● ●

2 多言語表記の案内設備の設置 ● ●

⑤その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、
　参考写真等

④特定事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法

岡山市バリアフリー基本計画（第５章移動等円滑化基本構想）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

案内設備

実施時期 ②具体的な実施予定期間 ③特記事項
（実施に向けた課題
・現在の状況等）

項目 事業内容
①具体的な事業内容

（場所・規模・数量・方法等）
番号

実施予定期間

実施時期未定事業区間 ※道路管理者のみ記入

所在地

基本計画該当頁 5-46

対象施設名 市営下石井高架下自転車等駐車場

道路延長（ｍ） ※道路管理者のみ記入

岡山市北区下石井1丁目地内
事業主体 岡山市
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